
 

 

  

船橋市 市民公益活動公募型支援事業 

事業事例集 
令和２年度 実施分 

船橋市 市民生活部 市民協働課（令和3年6月発行） 

過去の実施事業一覧 

も掲載しています！ 

【8 ページ～】 

市民協働課PRキャラクター 

＠ワン   ＠にゃん 



-1- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



-1- 

 

本事例集の発行にあたって                                       

「船橋市市民公益活動公募型支援事業」は、「市民との協働によるまちづくり」があらゆる場面で

展開されるように、市民の皆さんによる地域に役立つ取組みに対し、平成２２年度に創設されまし

た。 

本事例集は、事業創設初年度から、事業を実施した団体の協力を得て毎年度作成しています。こ

れまで作成した事例集は、市ホームページにて公開していますので、是非ご覧ください。 

支援金の種別 支援率上限 限度額 

              Ⅰ型                  

１つの公益的なイベントの実施に対する支援金 

支援対象経費の 

80% 
１0万円 

              Ⅱ型                  

一連の公益的な活動に対する支援金 

支援対象経費の 

50% 
100万円 

 

令和２年度 交付実績                                       

種別 申込件数(件) 採択件数(件) 交付件数(件) 交付額(円) 

Ⅰ型 3 3 2 １３６，０３０円 

Ⅱ型 2 1 1 87，550円 

合計 5 4 3 ２２３，５８０円 

 

目 次 
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令和２年度 実施事業 全 3団体  （）は事業名   

１ Smile 船橋ビンちゃんと 

（笑いヨガ講座） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 ページ 

２ プレーパーク船橋 

（講演会「子どもたちの遊びの世界」） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 ページ 

３ NPO法人 JASH日本性の健康協会 

（船橋にも多様な性を語れる交流会を！） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 ページ 

これまでの交付実績（平成２２年度～令和元年度） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 ページ 
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団体名 Smile 船橋ビンちゃんと 

事業名 笑いヨガ講座 種別 Ⅰ型（1年目） 

課
題 

・うつ状態やストレスを抱えた子育て世代、働き盛りの若者が多い 

・独居老人が増え、人と会話する機会が減っている 

  

事

業 

内

容 

・

目

的 

笑いヨガ講座 

 【目的：笑いの大切さと身体を動かすことの必要性を伝える】  

☑ いつ？   令和 2年 9月 11日（金） ☑ 対象は？ 一般市民（参加者約 100名） 

☑ どこで？  船橋きららホール ☑ 内容は？ 

（Zoomで配信） ・笑いヨガについての説明 

☑ 何を？    笑いヨガ体験 ・笑いヨガの体験 

☑ 講師は？  日本笑いヨガ協会 代表  

高田 佳子 氏    

※当初は会場のみで開催予定でしたが、オンライン併催に切り替えた 
  

事業費(Ａ) 114,369円  支援金(Ｂ) 91,495 円 

 事業収入 なし   事業費に占める支援率（Ｂ/Ａ） 80％ 
 

事業費内訳 

１ ヨガ体験講師代 60,000円 4 通信費 1,512円 

2 消耗品及び原材料費 16,769円 5 会場使用料 22,088円 

3 印刷製本費 14,000円 1～5 合計(Ａ) 114，369円 

 

  

効
果 

・日頃から笑うことを意識するようになり、健康につながった 

・仲間づくりのきっかけとなった  

工夫 

したこと 

新型コロナウイルスの感染拡大により、当初予定していた、リアルでの講演が難

しくなり、7月下旬にリアルでの講演会を断念しました。 

しかし、こんな時こそ“笑いの大切さ"を伝えることが大切だと考えました。 

そこで市民協働課や講師に相談して、オンライン開催へ変更することにしました。 

当日は会場に36名、ズームで 100名参加していただきました。オンラインが新

しい日常生活において当たり前になるきっかけになったと感じています。  

担当者より 

公益活動公募型支援事業として採択され、支援金を使うことで、普段お呼び出

来ない講師にお願いすることの夢がかない感謝・感謝です。多くの人に笑いヨガを

体験してもらい、全員美人になって終了しました。 

皆様も、オンライン時代の波に乗って健康で楽しい人生を送りましょう！ 

『今ここに生きる(息をする)息を吐くときは長く(長生き)納得！たっぷりの深呼

吸は酸素をいっぱい体に取り入れて長〜く吐く！「アハハハ〜」で呼吸筋・「いい

ぞ！いいぞ！イェー！」で表情筋を鍛えることができるのです。』 
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団体概要  
 主な活動内容は 
・毎朝、船橋親水公園で笑いヨガを実施 
・浜町公民館で毎週定例会 
・介護施設などへの訪問 
・公民館や医療科学大学での講演会 など 

問合わせ先 氏名: 鈴木 敏子  ☎ 090-2558-9812 e-mail: binkooki60@yahoo.co.jp 
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団体名 プレーパーク船橋 

事業名 講演会「子どもたちの遊びの世界」 種別 Ⅰ型（1年目） 

課
題 

・市内の公園は禁止事項が多く、子どもがのびのび遊べる場所が減っている 

・子育てに不安や負担、孤独を感じている保護者が多い 

・少子高齢化により、地域のつながりが希薄になっている 
  

事

業 

内

容 

・

目

的 

講演会「子どもたちの遊びの世界」 

 【目的：子どもとの関わり方、地域コミュニティとしての遊び場の可能性を知ってもらう】 

☑ いつ？  令和２年１０月２４日（土） ☑ 対象は？  一般市民（一般参加者 13名） 

☑ どこで？ オンライン（Zoom） ☑ 内容は？ 

☑ 何を？  子どもの遊びに関する講演  ・遊びの重要性についての講義 

☑ 講師は？  相澤 孝紀 氏 ・講師への質問コーナー 

（NPO法人プレイフルエンタープライズわかば代表理事） 

※当初は公民館で開催予定でしたが、オンライン開催に切り替えました。 
  

事業費(Ａ) 55,669 円  支援金(Ｂ) ４４,５３５円 

 事業収入 6,500円   事業費に占める支援率（Ｂ/Ａ） 80％ 
 

事業費内訳 

1 講演会講師代 50,000円 3 通信費 2,200円 

2 講演会材料費 1,900円 4 会場使用料 1,569円 

 1～4 合計(Ａ) 55,669円 

 

  

効
果 

・遊びの意義を理解する大人が増えることで、子どもたちの遊ぶ環境が豊かになった 

・子どもの発達段階ごとの特徴や関わり方を知ることで、保護者の不安感が軽減した 

・プレーパークの認知度が上がり、地域住民の交流拠点となった  

工夫 

したこと 

･感染防止のためオンライン開催とした 

･オンラインで講演を聴きながら感想や疑問をチャットに入力してもらい、講演後に

座談会の形で質問に答えた  

担当者より 

わたしたちは普段は市内の公園で遊び場を運営しています。たくさんの市民のみ

な様に遊びに来てもらい楽しく充実した時間を過ごす中で、子どもたちにとっての

遊びの重要性をより多くの人に知ってもらいたいと考え、この事業を企画しました。 

子どもにとって遊ぶことは生きることそのものであり、遊びながら多くのことを学

んで大人になる準備をしています。市の支援を受けて講座を開催し、参加者の方々

と一緒に子どもたちの過ごす環境について考える時間を持てたことに感謝します。 
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団体概要  

禁止事項をなるべくなくし、子どもたちが自然の中でやりたい遊びに挑戦する冒険遊び場「プレーパー

ク」を平成30年6月より毎月1回開催しています。主な活動場所は長津川親水公園と大神保青少年キャ

ンプ場で、毎回多くの親子で賑わっています。 

のびのびと外遊びができる場が減ってしまった子どもたちに遊び場を提供することはもちろん、子ども

と関わる大人にとっても安心して過ごせる場であることを心がけ、他の市民活動団体とも連携しながら、

遊び場が地域コミュニティとして多くの人の居場所となるよう活動に取り組んでいます。 

問合わせ先 氏名: 南山 聡子  ☎ 080-5493-9317 e-mail: funabashi.playpark@gmail.com 

 

 

 

写真１ 
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団体名 NPO法人 JASH日本性の健康協会 

事業名 船橋にも多様な性を語れる交流会を！ 種別 Ⅱ型（1年目） 

課
題 

・LGBT当事者への無理解や偏見が原因で、いじめや自殺につながりやすい 

・LGBTを知る機会や会う機会が少ないため、身近に当事者がいないと考える人が多い 
  

事

業 

内

容 

・

目

的 

船橋にも多様な性を語れる交流会を！ 

 【目的：市内での LGBTの普及と、当事者同士の交流会の開催】  

☑ いつ？  令和２年４月１日（水） 

            ～令和３年３月２５日（木） 

☑ 内容は？ 

・LGBT に関する広報活動（企業や学校へのチ

ラシ配布、船橋よみうりへの広告掲載） 

・月 1 回の交流会（恋愛や時事ネタ等多様なテ

ーマでの意見交換） 

☑ どこで？  船橋北口みらい図書館   

☑ 対象は？ LGBT当事者、一般市民等 

※ コロナの感染拡大状況に応じ、交流会はオンライン併催に変更した 
  

事業費(Ａ) 1７5,１００円  支援金(Ｂ) 87,550 円 

 事業収入 46,964円   事業費に占める支援率（Ｂ/Ａ） ５０．０％ 
 

事業費内訳 

1 消耗品及び原材料費 7,550円 

2 印刷製本費 41,191 円 

3 通信費 60,000円 

4 その他 ６６,３５９円 

1～4 合計(Ａ) 1７5,１００円 

 

  

効
果 

・交流会参加者の LGBTに対する理解が深まった 

・交流会開催を広報することで、船橋市民への LGBTの周知・啓発に繋がった 

・船橋市が、LGBTの理解促進に積極的な自治体であることのアピールとなった 

 

工夫 

したこと 

新型コロナの影響により、オンライン併催とし、緊急事態宣言解除中は感染症対策

をしたうえで、対面でも開催した。併催は対面参加者とオンライン参加者のコミュニ

ーケーションが難しかったが、実際に会うことを大事にしたい参加者もいるため、効

果的であった。チラシは交流会参加にすぐには繋がらなくとも、LGBT という言葉の

周知に繋がるよう情報量は少なく、デザインを工夫し目立つようにした。  

担当者より 

少しずつチラシを目にしたというお声を聞いたり、市内から交流会へ参加される

方がいらっしゃいました。一年目としては上出来だと感じています。コロナ禍も長引

き、閉塞感からメンタル不調になる方も増えていますが、ステイホームでもオンライ

ンなら多様な人に会えます。「ちょっと人と話したい」、そんな時の居場所になってい

ったらいいなと思います。 
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団体概要  
2013 年に NPO 法人化した「性の健康」に取り組む団体です。千葉県を中心に関東圏での教

育機関向けの講演活動、また LGBT当事者とAlly の対話型交流会イベントを開催しています。   
交流会は高校生から大人まで、年齢もセクシュアリティも多様な参加者が集まる居場所となっ

ています。セクシュアリティ・対話・サードプレイス・ピアサポートの 4 つの視点から、安心して話が
できる場を千葉県内でも拡大しています。 

問合わせ先 氏名: 猪俣 加菜子 ☎ 090-6027-2003 e-mail: info@npojash.org 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

※いずれの写真も参加者から報告書

への掲載許諾は得ています。 
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１ 保健、医療又は福祉の増進  

団体名 事業名 実施年度 

船橋市手話サークル さざ

んか 

ひろげよう“手話の輪”！聞こえない人たち

も暮らしやすい船橋に 
H30       

ＮＰＯ法人生き方応援団ラ

ラ 

心のバリアフリーで船橋をモデル都市に！

障がい福祉事業 
H28       

ふれあい船橋 
触れ合うことによるコミュニケーションの提

案事業 
H27 H28     

公益社団法人船橋地域福

祉・介護・医療推進機構 

「食と健康」に関するシンポジウムの開催 H22 H23 H24 H25 

船橋地域福祉相談会 「船橋福祉塾」 H26       

ＮＰＯ法人うえるかむ権利

擁護サポートセンター船橋 

知的障害者と家族等の権利擁護と成年後

見制度の相談と支援事業 
H23 H24 H25 H26 

ＮＰＯ法人 船橋ウォーキ

ング・ソサイエティ 

市民の為の各種ウォーキング体験会にて、

健康増進活動推進事業 
H23 H24 H25 H26 

オアシス家族会 
精神障害者を抱える家族に対する支援事

業 
H24 H25 H26   

特定非営利活動法人 千

葉県中途失聴者・難聴者協会 

文字を生かしてコミュニケーション「筆談を

学ぼう」講座 
H24 H25 H26   

これまでの交付実績 

（平成 22年度～令和２年度） 

補助金を使って事業を実施した団体と事業の一覧です。分野ごとに掲載してい

ますので、過去の事例を参考に、本制度の活用を検討していただけると幸いです。 

 

各事業の詳細は、過去の事例集をご覧ください。 

過去の事例集（市HPにリンクしています。） ※「H○○」は実施年度を示します。 

H22 

 

H23 

 

H24 

 

H25 

 

H26 

 

H27 

 

H28 

 

H29 

 

H30 

 

R１ 

 

R2  
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団体名 事業名 実施年度 

市民後見センターちば・船

橋 

成年後見制度を広く船橋市民に広め、市民

後見人を養成する事業 
H23 H24 H25   

プレシャスライフ倶楽部 
粋・活き健康生活づくりですこやか船橋！

市民協働の健康とまちづくり事業 
H24       

NPO法人シニア・システム

協議会 

中・高齢者のためのマナトモ大学で生涯学

習をたのしもう 
H22       

Smile 船橋ビンちゃんと 笑いヨガ講座 R2       

２ 社会教育の推進 

団体名 事業名 実施年度 

正伯塾 ふなばし郷土史講座 H27       

“伝えよう船橋”の会 
船橋かるたによる、子供の健全育成を図る

活動及び住みよい魅力あるまちづくり推進 
H24 H25 H26 H27 

３ まちづくりの推進 

団体名 事業名 実施年度 

丸山を元気にする会 
周辺農家、大学生、専門家と連携した魅力

的な船橋市丸山地域づくり事業 
H27       

船橋金杉 club 地域友好促進支援サポート事業 H22       

街に花と緑の会 前原西２丁目花と緑のまちづくり活動 H23 H24 H25 H26 

ふるさとまちづくりの会 お休みどころ「かつしか」の設置 H22       

ふなばしっぷ海遊創生協

議会 
「船橋お散歩海道」プロジェクト H22 H23     

船橋美し学園街づくり館運

営協議会 

坪井地区（船橋美し学園）コミュニティ自立

推進活動 
H22       

６ 学術、文化、芸術又はスポーツの振興  

団体名 事業名 実施年度 

船橋の民話をきく会 
子ども達に船橋の民話を、のこす・つたえ

る・ひろめる・とどける事業 
R1       

船橋障害者スポーツ・レク

リエーション協会 

船橋市障害者スポーツ・レクリエーションの

普及・推進 
H24 H25 H26 H27 

千葉 桃の会 世代を超えてみんなで唱歌・童謡を歌おう H23 H24 H25 H26 
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団体名 事業名 実施年度 

ＮＰＯ法人 囲碁文化継承

の会 

囲碁交流による健全な児童、健全な家庭、

潤いのある地域社会づくり事業 
H22 H23 H24   

湖紫萠花のサークル 伝統文化 子どもたちのいけ花教室 H22 H23     

自遊時感工房 
地域におけるスポーツを通じた障害者の社

会参加の促進！ 
H22 H23     

二和劇場ボランティア実行

委員会 
市民が創る二和劇場 初笑い二和寄席 H22       

７ 環境の保全      

団体名 事業名 実施年度 

NPO法人環境を考える市

民の会 

市民と育む持続可能な環境に向け学び塾

の実施 
H28 H29 H30   

アースドクターふなばし 
～次世代を担う子どもたちに向けて～ 

地球温暖化防止・啓発事業 
H29       

三番瀬写真展実行委員会 第４回みんなの三番瀬写真 H27 H28 H29   

ＮＧＯ三番瀬のラムサール

条約登録を実現する会 
三番瀬・東京湾のお魚・生き物出前授業 H27 H28     

フィールドミュージアム・三

番瀬の会 

三番瀬をフィールドとし、生き物の生物生

態系や自然環境の循環を学び、市民としてま

ちづくりに貢献する事業 

H23 H24 H25 H27 

坪井湿地を復活する会 坪井のヘイケボタル復活計画 H24 H25 H26 H27 

三番瀬カレンダー制作実

行委員会 
三番瀬カレンダー制作 H24 H25 H26   

ＮＧＯ三番瀬のラムサール

条約登録を実現する会 
三番瀬食文化出前講座 H22 H23 H24 H25 

ふなばし木の子の森 ふなばし木の子の森：わんぱく講座 H24       

ＮＰＯ法人 環境を考える

市民の会 
市民と育む海老川うるおい創生活動 H22 H23 H24   

アースドクターふなばし めざすはストップ地球温暖化 H22       

塚田環境フェア２０１０実行

委員会 
塚田環境フェア２０１０と１５周年事業 H22       

 

 

     



-11- 

８ 災害救援 

団体名 事業名 実施年度 

ＮＰＯ法人シビルまちづく

りステーション 船橋防災関

連プロジェクトチーム 

「土砂災害から身をまもる」に関する調査・

提言、知識普及および広報事業 
H25 H26 H27   

船橋 SL ネットワーク 
いざ災害！！わが身わが命は自分でまも

る 
H22 H23 H24   

９ 地域安全      

団体名 事業名 実施年度 

船橋東交通安全協会 
交通安全を市民に普及する交通安全広報・

啓発活動事業 
H22 H23 H24   

（社）船橋交通安全協会 
交通安全を市民に普及する交通安全及び

啓発活動 
H22 H23 H24   

自転車運転マナー推進委

員会 

公道走行に於ける自転車安全マナー実践教

室開催 
H22 H23 H24   

10 人権の擁護又は平和の推進  

団体名 事業名 実施年度 

原爆の絵展・平和のつどい

実行委員会 
平和啓発事業 H22 H23 H24   

11 国際協力      

団体名 事業名 実施年度 

船橋英語連盟 

船橋市が国際都市にふさわしい親善や交

流を行える資質のある市民を増やす。船橋市

民として英語を通して国際感覚、外国人との

コミュニケーション力を身につける。 

H24 H25 H26   

12 男女共同参画社会の形成  

団体名 事業名 実施年度 

船橋パパ会 
「家族で子育てを楽しむ地域づくり～パパ

が変われば地域が変わる～」 
H30       

船橋ワーキングマザーの会 
働く/働きたいママのための地域コミュニテ

ィ 
H25 H26 H27 H28 

NPO法人 JASH日本性

の健康協会 
船橋にも多様な性を語れる交流会を！ R2       
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13 子供の健全育成 

団体名 事業名 実施年度 

子ども食堂 こっこ 
こっこが街にやってくる＆こっこで学ぼう 

  
H30 R1     

ワーカーズコープちば 制服バンク H29 H30 R1   

親業ひまわりの会 
心と心のかけ橋を作る、コミュニケーション

の基本を学び広める公益活動 
H25 H27 H28   

夢を育てるキャリア教育の

会 

「自分らしく生きる力を～」夢を育てるキャ

リア教育の推進・普及活動とキャリア教育支援

活動事業 

H27       

ＮＰＯ法人 くーおん 
「からだつくりを通じて心を育てる」運動が

苦手な子への運動サポート事業 
H25       

M あんどＢ 読書活動の一環として子どもの人形劇講座 H24       

０・２歳児親子遊び「かしの

木会」 

０・２歳児親子遊び事業「どんぐり会」「ジー

バー会」 
H22 H23 H24   

西船保育園父母会 

孤独な育児に対してのアプローチ『ひとり

ぼっちで悩むのはやめよう』虐待防止に対し

てのアプローチ『子育てを大いに楽しもう』 

H23       

パートナーズオブライフ 
高齢者が生き生き人生を全うするための

協働支援事業 
H22       

プレーパーク船橋 講演会「子どもたちの遊びの世界」 R2       

16 経済活動の活性化  

団体名 事業名 実施年度 

船橋漁港の朝市委員会 みんなおいでよ！船橋漁港の朝市 H24 H25 H26 H27 

丸山を元気にする会 

丸山を元気にしよう！朝市・夕市の開催＆

丸山ひまわり１１０番を探せ！ハロウィンウォ

ークラリーイベント開催 

H22 H24 H26   

ふなばし街歩きネットワー

ク 

船橋市における街案内ボランティア組織と

活動の創出および人材育成事業 
H22 H24 H25   

ＮＰＯ法人 ベイプランアソ

シエイツ 

船橋新交通・渡船 FunabaSeaBus（水上

バス） 
H22       

船橋商工会議所青年部 
市民・来訪者が求める船橋市のアンケート

調査事業 
H22       
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19 ＮＰＯ支援 

団体名 事業名 実施年度 

市民協働推進連絡会 市民活動の活性化へのサポート H24 H25     

21 その他      

団体名 事業名 実施年度 

船橋市援農クラブ 農業ボランティア事業 H26 H27 H28 H29 

船橋納税貯蓄組合連合会 租税納付及び広報活動関連事業 H22       
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船橋市 市民生活部 市民協働課 

〒２７３－８５０１ 船橋市湊町２－１０－２５ 

ＴＥＬ：０４７－４３６－３２０１ 

ＦＡＸ：０４７－４３６－２２９９ 

E-mail：shiminkyodo@city.funabashi.lg.jp 


